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　事例Ⅰでは，経営戦略と経営組織に関する出題が

あります。今回はこのうち，経営組織に関する2つ

の問題の解説を通じて，2次で求められる応用能力

を考察していきます。

　経営組織のテーマは，大きくは組織構造と人的資

源管理に分類され，稀に組織文化（もしくは企業風

土）も出題されています。令和元年度の第2問，第

4問，第5問は経営組織がテーマでした。第2問は

企業風土を記述させる問題でしたが，この類題は平

成16年度第3問から実に15年ぶりの出題となります。

　これまでの出題実績をみると，組織構造と人的資

源からは，ほぼ毎年出題されていることがわかりま

す。平成27年度は「組織文化の変革と人材育成」が

問われています。組織文化も組織構造も人的資源管

理も，いずれも1次試験で学んだ組織論の応用が期

待された問題です。特に，このテーマの問題は経営

戦略の問題と比べても，与件根拠に埋め込まれるヒ

ントが相対的に少ないため，理論想定によって出題

者の意図を特定する能力が必要となり，2次理論の

重要性が高い領域となっています。今回はこのうち，

第4問と第5問について考察します。

　これまでの経営組織の問題は，組織構造→人的資

源という順番で出題されるパターンがほとんどでし

たが，令和元年度ではこれが逆転しました。先に人

的資源の問題が出て，その後に組織構造の問題とな

っています。

　　第4問を解く

第 4問（配点20点） 

　新経営陣が事業領域を明確にした結果，古い

営業体質を引きずっていたA社の営業社員が，

新規事業の拡大に積極的に取り組むようになった。

その要因として，どのようなことが考えられるか。

100字以内で答えよ。

⑴　要求レベルの想定

　「古い営業体質を引きずっていたA社の営業社員

が，新規事業の拡大に積極的に取り組むようになっ

た」という表現が大きなヒントです。つまり，A社

の取り組みは営業社員を動機づけることに成功した

と解釈できます。このことから，本問は「人的資源

管理」の問題であると想定できます。

　設問に「新経営陣」と書かれているとおり，A社

は首脳陣の大量交代をしています。首脳陣の大量交

代は組織を活性化させ，従業員の意識を変革させる

原因になりますが，本問は「新経営陣が事業領域を

明確にした結果」と表現しているため，経営陣の刷

新そのものが要因ではなく，（刷新した）新経営陣

の取り組みが要因となるため，「組織文化の変革」

は本問で要求される「その要因」から外れます。以

上により，本問は「人的資源管理」（人事施策）のレ
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